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4.社会貢献 かわさきSDGsパートナー
SDGs（持続可能な開発目標）の達成に向けて取り組む企業・団体の皆様を川崎市が認証する
制度。

川崎市 通年

4.社会貢献
「高等教育に関する基礎データ等の調査研
究グループ」財政チーム専門委員

高等教育に関する基礎データ収集、分析等に関する研究調査等を通じて国立大学協会に助
言・情報提供を行う。

2016年6月～現在

4.社会貢献
「国立大学法人における寄附金獲得のため
の新しい制度・スキームに関する調査研
究」

国立大学の寄付金等による新しい財源獲得を目的として日米比較等を通じて研究を行い、報
告書を提出し、国立大学協会での講演・助言等を行う。（上記事案の継続）

2021年6月～現在

4.社会貢献 特定非営利活動法人TOMネット理事
理事として、都市再開発コンサルティング事業や学術的な情報提供・助言を行う。（上記事
案の継続）

2019年4月～現在

4.社会貢献 東京紛争調整委員 個別労働関係紛争のあっせん、調停。
2016年10月～2024年９月（予
定）

4.社会貢献 業務管理論講師 事務官等上級課程、幹部中級課程学生への授業。
海上自衛隊第四術科学
校

2023年10月、2024年２月

4.社会貢献 組合教室運営コース講師 会員組合事務局に対する労働法講義。
東京中小企業団体中央
会

2023年10月

4.社会貢献
国立大学協会政策研究所専門委員（高等教
育に関する基礎データ等の調査研究グルー
プ 財政・アメリカ担当）

高等教育の財政・政策全般に関する調査研究、アメリカ等との国際比較を担当し、同協会へ
の政策提言や助言等を行う。

一般社団法人 国立大学
協会

2017年4月～現在

4.社会貢献
国立大学協会受託研究「国立大学法人にお
ける寄附金獲得のための新しい制度・ス
キームに関する調査研究」（研究協力者）

国立大学の新しい財源としての寄付金を獲得するための制度政策をアメリカとの比較で調査
研究を行い、同協会に提言・助言を行う。

一般社団法人 国立大学
協会

2021年6月～現在

4.社会貢献 NPO法人TOMネット理事
同NPO法人理事（学識）として企画運営を担い、講演会で登壇し、企業等との意見交換を行
う。

NPO法人TOMネット 2019年4月～現在

4.社会貢献
日本国家公務員労働組合連合会中部ブロッ
クで最低賃金について講演

日本国家公務員労働組合連合会からの依頼で、最低賃金について講演を行った。 経済学部 2023年6月24日

4.社会貢献 川崎市差別防止対策等審査会 川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例に基づく検討。 川崎市役所 2020年4月1日～現在

4.社会貢献

山口県立下関西高等学校スーパーサイエン
スハイスクール（SSH）運営指導委員会
（文部科学省及び独立行政法人 科学事業
振興機構スーパーサイエンスハイスクー
ル・プログラム事業）
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/c
hukyo/chukyo3/004/siryo/04031601/003/0
02.pdf

山口県のSSHに選定された下関西高等学校におけるSSHの取り組みの運営にかかわり，主に研
究の手法，英語によるプレゼンの仕方の改善の仕方などの提言を行なっている。

山口県下関高等学校
第１期（平成30年〜令和4年）
第２期（令和４〜）

4.社会貢献
文科省検定高等学校教科書『Genius Logic 
& Expression』（I~III） 編集代表　大修
館書店

新学習指導要領に対応した英語による論理と表現をターゲットにした教科書の執筆者代表。 文科省
2021年〜現在
（改訂作業2年目）
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4.社会貢献
専修大学法学研究所　2023年度学生と市民
のための公開講座「法と政治の現況2023」

【主　催】専修大学法学研究所（共催：専修大学法学部）
【対　象】一般市民，本学学生，教職員

 【場　所】オンライン開催（Zoom）
【受講料】無料

第1回 2023年12月21日（木）
「北海道当別町 チャットGPTの導入に向けた取り組みについて～ChatGPTの可能性を最大限に
引き出し、業務効率化への新たな道を切り拓こう！～」
講師：碓井洋寿（北海道 当別町 企画部デジタル都市推進課 主幹

第2回 2024年1月22日（月）
「千代田区（特別区）の職員採用、公務の魅力、人材育成等について」
講師：神河洋行（千代田区 政策経営部 人事課長）

2023年

4.社会貢献
専修大学法学研究所・専修大学現代文化研
究会　共催企画
「関東大震災を振り返る」

【主　催】専修大学法学研究所・専修大学現代文化研究会
【対　象】一般市民，本学学生，教職員
【場　所】専修大学神田キャンパス5号館551教室
【受講料】無料

宮地忠彦（専修大学法学研究所所員）「関東大震災からの復旧・復興期の自警団をめぐる議
論と警察」

新井勝紘（元専修大学教授）「描かれた朝鮮人虐殺を読み解く」

根岸徹郎（専修大学現代文化研究会会員）「外国人の目がとらえた関東大震災――フランス
駐日大使ポール・クローデルの震災報告から」

2023年12月2日

4.社会貢献
日本芸能従事者協会主催、法学研究所協賛
「芸能従事者の働き方法と法－いま芸能界
に必要な法と権利－」

【主催】日本芸能従事者協会主催　【協賛】法学研究所
【対　象】一般市民，本学学生，教職員
【場　所】専修大学神田キャンパス10号館黒門ホール
【受講料】無料

〇登壇者：
芦野訓和（専修大学教授）、呉学殊独立行政法人労働政策研究・研修機構 特任研究員）、岡
田直己（青山学院大学教授）、桔川純子（一般社団法人日本芸能従事者協会理事）、蔵元左
近（蔵元国際法律事務所代表 ビジネスと人権対話救済機構共同代表理事）、佐々木達也（名
古屋学院大学法学部准教授）佐藤大和（レイ法律事務所代表弁護士）、森崎めぐみ（一般社
団法人日本芸能従事者協会代表理事）、山田康彦（三重大学名誉教授）、武田雅弘（公正取
引委員会事務総局経済取引局取引部取引企画課 上席）、鎌田耕一（東洋大学名誉教授）

2023年12月10日

4.社会貢献
専修大学法学研究所　沖縄・辺野古訴訟と
地方自治～二つの辺野古訴訟の課長を試み
る

【主催】専修大学法学研究所
【対　象】一般市民，本学学生，教職員
【場　所】専修大学神田キャンパス7号館731教室およびオンライン開催（Zoom）
【受講料】無料

〇登壇者：
白藤博行（専修大学名誉教授）「沖縄県が問う辺野古新基地埋立訴訟」

福井秀夫（政策研究大学院大学教授）「住民が問う辺野古新基地埋立訴訟～環境・防災の統
制」

2024年1月26日
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4.社会貢献
心理相談（カウンセリング、プレイセラ
ピー、心理検査等）

地域に開かれた相談室として、様々なこころの悩みや心理的問題でお困りの一般の方のご相
談に応じています。

2023年4月1日～3月31日

4.社会貢献
改訂版　開花季節で調べる　生田緑地の草
本植物

生田キャンパスに隣接する生田緑地の草本植物について、自然科学研究所報86号に掲載した
ところ一般住民から好評を頂き、平成21,22年に本学で開催された「教員免許講習」でも小中
学校の先生から頒布希望者が多かったことから、増刷を行い、希望者に頒布している。URL：
https://www.senshu-u.ac.jp/research/center/shizenkagaku/

通年

4.社会貢献 公開講演会
「銀河衝突と冬眠するブラックホール　そして生命存在可能性について」というタイトル
で、筑波大学計算科学研究センターの森正夫氏が講演を行った。

2023年12月2日

4.社会貢献

展示「図書館×学生相談室企画展示　あな
たもゲートキーパー　～大切な人の悩みに
気づく～」

学生相談室と連携して、メンタルヘルス関連の資料や書籍を展示し、自分自身の悩みに対応
するだけでなく、悩んでいる人に気づき手を差し伸べることができるよう、知識や方向を身
につけられるような展示を行った。

2023年12月4日～1月31日

4.社会貢献 デートＤＶ予防啓発ワークショップの開催
恋人間の暴力「デートＤＶ」の被害を減らすための知識を深める予防啓発ワークショップの
開催。（経済学部　杉橋やよい教授「経済とジェンダー1」受講者　約250名参加）

2023年6月7日

4.社会貢献
「身近な人の悩みに気づく～あなたもゲー
トキーパー～」

悩みや問題を抱えている人に気づき、必要な支援につなぐ「ゲートキーパー」についての研
修会を実施。身近な人のSOSに気づき、寄り添うために何が必要かを学んだ。学生と教職員53
人が参加した。

2023年12月21日

4.社会貢献 「司書インターンシップ」の実施
司書インターンシップは、専修大学図書館本館の受入、整理、利用サービスの各業務を体験
できるプログラムで、高大連携協定校のほか、川崎市内の県立高校の生徒も対象としてい
る。

2023年7月
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